




世界の果て



阿凍　作



魚が生まれてすぐに泳ぎ
出すように、

鳥が生まれてすぐに羽ば
たくように、

彼らの一族は、生まれてすぐに
世界の果てを探し求める。



彼らは信じているのだ。世界の果て
に存在する世界の根源にすべての秘

密が隠されていると――

そして彼らは生涯をかけて、
世界の果てを目指す道の上を歩く。



そこはまるで夢の世界のように
美しい場所だった。

連なる山々と宝石のように澄んだ海に囲まれた
その地には、いくつもの種族が共存している。

この地には、なんでも知っている大賢者も
暮らしているという。

ランガ郷



この美しい場所は世界で最も古い歴史を持つ町である。
だが大賢者はそれよりも長くこの世に存在するとされて

いる。

世界の果てからやって来た大賢者は、
この山や海の美しさに魅了され、この
地に長らく留まっているのだという。

そして、大賢者は世界の果てを目指す者たちに、
進むべき方角を指し示す。



その若い旅人は一冊のノートを
持っていた。祖父が残したものだ。

中には大賢者の様子が書かれている。

おはようさん！はるばるやってき
た旅人よ。私が大賢者じゃ！

私を探しているのか？

太陽の光よりも明るく輝く毛。

水晶よりも澄みきった瞳。

その顔にはあふれんばかりの
知性がにじみ出ている。



はじめまして！大賢者様！
あなたは世界の果てから来たと
聞きました。そこへの行き方を教え

てもらえませんか？

まずは東へ進むべし。

東にある森は果てしなく広く、
そこには森の主ともいえる
巨人が眠っていた。

スッ

旅人よ！

道は果てしなく長い。世界の果てにた
どり着けるのは、強い思いを持って世
界の根源を追い求める者だけじゃ。


